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輸送機器のさらなる高速化が望まれる中、同時に省エネルギー化、CO2排出量削減が求められ車両の軽
量化が必須かつ急務である。高速鉄道車両用腰掛フレームに使われているアルミニウム合金の代替として
溶加材はGa入り新難燃性マグネシウム合金、母材は高速押出型新難燃性マグネシウム合金、溶接プロ
セスは入熱制御、AI技術を開発し、軽量化と疲労強度・耐衝撃力を備えた腰掛フレームの実用化を図る。

【１】新難燃性マグネシウム(Mg)合金溶接材(溶加材および部材)の開発
・より高強度になる最適なGa入り新難燃性Mg合金溶加材の成分量を決定し、引張
試験は、最大継手強度が目標値である母材強度の90%を超える高い強度を実現した。
【２】AI制御溶接技術の開発
・アルミニウム合金と同等の剛性を備えた腰掛フレームを新難燃性マグネシウム合金により
実現し、軽量化率23％を達成した。
【３】溶接の実用検査技術の研究開発
・高速度カメラの画像データにより正解率100%でリアルタイムに溶け落ちを検知できる
AI解析技術を構築した。
・座席回転繰り返し試験は、背ずりを除き、脚台、台枠、座面は40,000回以上の耐久
要求をクリア。座面荷重試験は、全てが一席当たり100㎏以上の耐久要求をクリアした。
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